
WEB解説4.3 Excelによる回帰分析
（消費関数）

消費関数の推定
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データファイルを開く
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データと変数の対応

このB列の数字が消費C,
もしくはYにあたる。

このC列の数字が所得，
もしくはＸにあたる。
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①データ
 タブを
クリック。

②データ
 分析を
 クリック。

③右のウィンドウが
 表示される。

④表示を下げる。

⑤回帰分析
  をクリック。

⑥ＯＫを
 クリック。
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①Ｙにあたるデータを
入力するためにクリック。

②小さなウィンドーが
 表示される。
 そのまま次へ進む。

Ｙのデータを入力
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①1980年から2007年までの

民間消費のデータをマウス
でドラッグする。

②ドラッグすると同時に，
セルが自動的に入力さ
れる。

③入力されている
セルを確認したら，
右端のボタンを押す。
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Ｙのデータ範囲が
入力された。
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Xのデータの入力

①ＸのデータもＹと
 同様に入力できる。

③データが入力
できたらＯＫを
クリック。

②ラベルにチェック。
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分析結果が表示される
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数字の読み方

決定係数

自由度修正済み決定係数

定数項

説明変数

推定値

ｔ 値 Ｐ 値

残差分散にルートをとったもの
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βの有意性の検定

βのｔ 値
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βのＰ 値



（補足）有意性の検定のt値を
手計算する方法

係数の推定値を，
標準誤差で割る。

上の段と同じ値が
計算される。
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T 検定の有意水準５％の棄却域

• T 検定の有意水準5%の棄却域の臨界点は，
以下のいずれかの関数を利用すればよい

– =T.INV.2T(0.05,自由度)
– =T.INV(1-0.05/2,自由度)
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